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好熱 菌 由来 の 広宿 主域遺伝子 伝達粒子 に よ る

　　　 中温細菌の 耐熱性獲得 につ い て

　 い なば なお こ　 ほ あ き と しひ ろ　くるす や す ろ う　　た か は し か え　　ちう ら　ひ ろ し
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自的　演者 らは電子 顕微鏡観察 によ り海底熱水や陸上 温泉水等の 水圏 か ら も ， 普遍

的に見 出 され る ウイル ス 様粒子 （virus−like　particle，　VLP ）の 中に ，広宿主域な 未知

の 遺伝子伝達粒子 （仮に VP）が存在す る可 能性が高い こ とを指摘 して き た（Chiura
1997

， Chiura　et　al　2000，
　Chiura　et　a’2002

，
　Chiura　2002）．　 これ ら

”
vp

”
の 自然生態系

での 微生物群集に対 す る遺伝子伝播能力が どの 程度で あ るか を知 るた め に ， 地下掘

削孔や 深海高温環境か ら得 られた VLP を大腸菌に対 し形質導入 して 得た形質導入 株

の 高温 耐性獲得 につ い て 検討 した。

材料 ・ 右法　供試試料は 2000 年の 豊羽鉱山 ：Asite噴出熱水 （TY −VLP ）， 並びに 2001
年水曜海山熱水系調査で の APSK 　O6 掘削コ アか ら得た Thermococcus　kodakaraesis
B41 株が生産 した粒子 （KD・VLP）を 0，2 μ〉試料＞ 100　kDa 画 分として CsCl平衡

密度勾配超遠 心法 によ り精製しア ミ ノ酸要求性大腸菌突然変異株 （EcO 〃 ABlt57）
を受容菌 と して 形質導入実験に 供 した． 得 られ た形質導入株の 48

，
56

，
70 ℃ で の

経時的生 育情況 を顕微鏡的に観察する と共 にt｝ 固体培養基上 で の Colony 形 成能を

検討 した． また、Aquificales由来の 同様 の粒子 で得 た E．　oo〃形質導入株が再生産

した粒子 （STVP ）に よ る形質導入株 （STEtrans）に つ い て 同様 の検定を行 っ た ．

結果 ・ 考察　各々 の 粒子 は 、 紫外線処理 の 如 何 に拘 らず受容菌群集密度を 70− 50％ と

する 平板効率が得 られ た．ア ミノ酸標識 の 形質導入効率は略 10‘−105CFU ／particle（多
重感染度 oa 　O．1）で あ っ た． 受容菌 E．　coli　ABI157 は，何れの温度条件下で も 48

時間以 内に略 壊滅 した の に対 し，何れ の 形質導入株で も同様の 期間で 初発細胞 密度
の ca ・O．4％程度 とな り，48℃ で は以降生育 に転 じ ， 70 ℃ で も初発細胞密度の ca 　O．5％

が生育可能で 世代時間は ca　45 時 間で あ っ た． この よう に，形質導入 株の
一

部は耐

熱 ・ 好熱遺伝子の 形質導入が行われ 高温 で増殖 で き る sub −populationを生 じた ．

猶 ， 本研究 は文部科学省 Archaean　Park　Pr（）jeCtの 一
環 として 実施 した．
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